
nformation pick up

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

交
通
事
故
を
な
く
そ
う

　
「
手
を
上
げ
る　

子
ど
も
は
あ
な

た
を　
信
じ
て
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
の
交
通
弱

者
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
交

通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
一
人

一
人
が
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

開
催
期
間
／
４
月
６
日
（水）
〜
15
日
（金）

※
10
日
（日）
は
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を

目
指
す
日
」

運
動
の
重
点
目
標
／
●
子
ど
も
を
は

じ
め
と
す
る
歩
行
者
の
安
全
確
保

●
歩
行
者
保
護
や
飲
酒
運
転
根
絶
な

ど
の
安
全
運
転
意
識
の
向
上　
●
自

転
車
の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底
と

安
全
確
保

問
市
民
生
活
課
市
民
生
活
支
援
班

（
☎
62
‐
5
3
9
6
）

「
年
金
手
帳
」は「
基
礎
年
金

番
号
通
知
書
」に
変
わ
り
ま
す

４
月
か
ら
の
年
金
制
度
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
４
月
以
降
新
た
に
公
的

年
金
制
度
に
加
入
す
る
人
は
「
年
金

手
帳
」
に
代
わ
り
「
基
礎
年
金
番
号

通
知
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
現
在

公
的
年
金
制
度
に
加
入
し
て
お
り
、

年
金
手
帳
を
お
持
ち
の
人
は
、
今
後

も
「
年
金
手
帳
」
を
引
き
続
き
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
紛

失
な
ど
の
理
由
に
よ
り
再
発
行
を
希

望
す
る
人
に
は
「
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
」
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
申
請
か
ら
発
行
さ
れ
る
ま
で
時

間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
先

国
民
年
金
第
１
号
に
加
入
し
て
い
る

人（
自
営
業
者
、
学
生
な
ど
）／
保
険

年
金
課

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人（
会

社
員
な
ど
） 

／
勤
務
先

国
民
年
金
第
３
号
に
加
入
し
て
い
る

人（
会
社
員
の
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
人
）／
配
偶
者
の
勤
務
先

必
要
な
も
の

　

本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

問
保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班

（
☎
62
‐
５
３
３
２
）・
佐
原
年
金
事

務
所（
☎
０
４
７
８
‐
54
‐
１
４
４

２
）国

民
年
金
保
険
料
の
額
が

変
わ
り
ま
し
た

月
額
１
６
、５
９
０
円
に

　

令
和
４
年
度（
４
月
か
ら
令
和
５

年
３
月
分
）の
国
民
年
金
保
険
料
は

月
額
１
６
、
５
９
０
円
に
な
り
ま
し

た
。

　
保
険
料
は
将
来
や
万
が
一
の
た
め
、

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
納
付
方

法
に
よ
っ
て
は
割
引
が
あ
り
ま
す
。

口
座
振
替
で
得
す
る
「
早
割
制
度
」

　
毎
月
の
保
険
料
は
、
翌
月
末
ま
で

に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

早
割
制
度
と
い
う
口
座
振
替
に
す
る

と
、
そ
の
月
の
保
険
料
が
そ
の
月
の

末
日
引
き
落
と
し
に
な
り
、
50
円
が

割
引
さ
れ
ま
す
。
希
望
す
る
場
合
は
、

納
付
書
に
記
載
の
あ
る
金
融
機
関
な

ど
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
と
め
て
払
っ
て
得
す
る

「
前
納
割
引
制
度
」

　
保
険
料
を
６
か
月
分
、
１
年
分
ま

た
は
２
年
分
を
ま
と
め
て
前
払
い
す

る
と
、
月
当
た
り
の
割
引
額
が
大
き

く
な
る
「
前
納
割
引
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。
現
金
払
い
や
口
座
振
替
の
ほ

か
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
も
で

き
ま
す
。

※
別
途
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問
佐
原
年
金
事
務
所（
☎
０
４
７

８
‐
54
‐
１
４
４
２
）、
保
険
年
金

課
高
齢
者
医
療
年
金
班（
☎
62
‐
５

３
３
２
）

住
宅
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

設
置
補
助
金
を
交
付

４
月
１
日
（金）
か
ら
受
け
付
け
を
開
始

　
家
庭
で
の
地
球
温
暖
化
対
策
を
促

進
す
る
た
め
、
対
象
設
備
の
設
置
費

用
の
一
部
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

　
補
助
金
の
交
付
は
予
算
の
範
囲
内

で
、
対
象
設
備
ご
と
に
、
１
住
宅
に

つ
き
１
回
限
り
で
す
。

対
象
／
自
ら
が
居
住
す
る
市
内
の
住

宅
に
対
象
設
備
を
設
置
し
、
設
備
を

所
有
す
る
人
で
、
令
和
５
年
３
月
10

日
（金）
ま
で
に
工
事
を
完
了
し
、
実
績

報
告
書
を
提
出
で
き
る
人
。
※
世
帯

の
全
員
が
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と
。
新
築
の
場
合
は
引
き
渡
し
が

完
了
し
て
い
る
こ
と
。

申
し
込
み
方
法
／
設
置
工
事
の
着
工

２
週
間
前
ま
で
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
申
請

書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
設
備
と
補
助
金
額

※
設
備
は
全
て
未
使
用
品
に
限
る
。

設
置
済
み
や
購
入
済
み
の
機
器
は

対
象
外
。

問
環
境
課
環
境
政
策
班（
☎
62
‐

５
３
２
８
）

令和４年度　国民年金保険料の納付額　　　（単位：円）

※（　）内は割引額。２年前納は令和５年度の保険料を16,520円で計算しています。

項　目 １か月 ６か月前納 １年前納 ２年前納
定額保険料 16,590 － － －

早割（口座振替のみ） 16,540
（50） － － －

現金支払い前納額
クレジットカード払
い前納額

－ 98,730
（810）

195,550
（3,530）

382,780
（14,540）

口座振替前納額 － 98,410
（1,130）

194,910
（4,170）

381,530
（15,790）

設備の種類と要件 補助金額
住宅用太陽光発電設備
※�最大出力の合計値または、パワーコンディ

ショナーの定格出力のいずれかが10kw未
満であること。

最大出力（kw）×１万円
上限５万円

（千円未満切り捨て）

家庭用燃料電池システム（エネファーム）
●自立運転機能が有る場合
上限10万円
●自立運転機能が無い場合
上限5万円

定置用リチウムイオン蓄電システム 上限７万円
太陽熱利用システム
※強制循環型に限る。自然循環型は対象外。 上限 5万円
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問
…
問
い
合
わ
せ
　

　

…
申
し
込
み

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

nformation
pick up

市
民
ま
ち
づ
く
り
活
動

支
援
事
業

令
和
４
年
度
分
追
加
募
集

　
自
主
的
で
創
意
あ
ふ
れ
る
事
業
に

市
か
ら
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

対
象
事
業

　
市
内
で
実
施
さ
れ
、
市
民
の
福
祉

向
上
や
公
益
上
の
必
要
が
認
め
ら
れ

る
事
業
。
同
一
事
業
で
市
か
ら
別
の

補
助
金
を
受
け
て
い
る
も
の
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
団
体

　
市
内
を
活
動
拠
点
と
し
、
構
成
員

の
う
ち
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

す
る
人
が
５
人
以
上
で
過
半
数
に
な

る
団
体
。

　
構
成
員
に
市
税
の
滞
納
が
あ
る
場

合
や
、
営
利
・
政
治
・
宗
教
団
体
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
対
象
経
費

　
事
業
に
必
要
な
事
務
費
、
講
師
謝

礼
な
ど
。
人
件
費
、
食
糧
費
、
団
体

の
運
営
経
費
な
ど
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

補
助
金
の
種
類

●
ス
タ
ー
ト
支
援

　
団
体
設
立
の
た
め
の
経
費
や
、
事

業
を
開
始
す
る
た
め
に
必
要
な
費
用

な
ど
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
率
／
補
助
対
象
経
費
の
10
分
の

９
以
内
、
１
団
体
１
回
限
り
10
万
円

ま
で
。

●
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援

　
団
体
が
行
う
新
規
事
業
や
事
業
拡

大
な
ど
に
必
要
な
費
用
を
補
助
し
ま

す
。

補
助
率
／
補
助
対
象
経
費
の
10
分
の

８
以
内
で
年
30
万
円
ま
で
、
年
度
内

１
回
、
最
大
５
回（
ス
タ
ー
ト
支
援

を
受
け
た
場
合
は
４
回
）ま
で
補
助
。

最
終
年
度
は
補
助
率
10
分
の
５
以
内

で
す
。

申
し
込
み
方
法

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

市
民
生
活
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
期
限
／
５
月
11
日
（水）

選
考
方
法
／
書
類
審
査
と
申
請
者
か

ら
の
事
業
説
明
に
よ
る
審
査

問
市
民
生
活
課
市
民
生
活
支
援
班

（
☎
62
‐
５
３
９
６
）

旭
市
空
家
等

対
策
計
画（
素
案
）

意
見
を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
増
加
し
て
い
く
空
家
な
ど

に
対
し
て
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、
旭
市
空
家
等
対

策
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
計

画
に
反
映
し
、
よ
り
良
い
計
画
に
す

る
た
め
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

意
見
を
提
出
で
き
る
人
／
●
市
内
に

住
所
が
あ
る
人　
●
市
内
に
事
務
所

や
事
業
所
が
あ
る
人
や
法
人
、
そ
の

ほ
か
の
団
体　
●
市
内
在
勤
・
在
学

の
人　
●
募
集
す
る
内
容
に
直
接
的

な
利
害
関
係
の
あ
る
人
や
法
人
、
そ

の
ほ
か
の
団
体

募
集
期
限
／
４
月
14
日
（木）

計
画（
素
案
）の
閲
覧
場
所
、
意
見
の

記
入
用
紙
の
配
置
場
所
／
都
市
整
備

課
、
市
民
会
館（
あ
さ
ひ
市
民
セ
ン

タ
ー
）、
海
上
庁
舎
、
海
上
公
民
館
、

旭
市
保
健
セ
ン
タ
ー（
旧
飯
岡
保
健

セ
ン
タ
ー
）、
い
い
お
か
ユ
ー
ト
ピ

ア
セ
ン
タ
ー
、
干
潟
公
民
館（
ひ
か

た
市
民
セ
ン
タ
ー
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
意
見
書
は
任
意

の
様
式
で
提
出
で
き
ま
す
。

提
出
方
法
／
記
入
用
紙
に
必
要
事
項

（
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
、

性
別
、
在
勤
・
在
学
の
人
は
勤
務

先
・
通
学
先
の
名
称
と
所
在
地
、
利

害
関
係
の
あ
る
人
は
そ
の
理
由
）と

意
見
を
記
入
し
、
閲
覧
場
所
に
あ
る

意
見
回
収
箱
に
入
れ
る
か
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
意
見
は
受
け
付
け
ま
せ

ん
。
ま
た
、
提
出
さ
れ
た
意
見
書

の
返
却
は
行
い
ま
せ
ん
。

意
見
の
取
り
扱
い
／
意
見
の
概
要
や

意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
な
ど
は
、

住
所
・
氏
名
な
ど
の
個
人
情
報
を
除

い
て
、
後
日
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
意
見
に

対
し
て
個
別
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
。

問
〒
２
８
９
‐
２
５
９
５　
旭
市

ニ
の
２
１
３
２　
都
市
整
備
課
建
築

住
宅
班（
☎
62
‐
５
８
９
５
・
D 

64
‐

１
６
１
８
・

kenchiku@
city.a

sahi.lg.jp

）

事
業
復
活
支
援
金
を
支
給

コ
ロ
ナ
で
影
響
を
受
け
た
事
業
者
へ

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
り
影
響

を
受
け
た
事
業
者
に
、
事
業
規
模
や

減
収
率
に
応
じ
て
、
経
済
産
業
省
か

ら
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
／
令
和
３
年
11
月
か
ら
令
和

４
年
３
月
の
い
ず
れ
か
の
月
の
売
上

高
が
、
平
成
30
年
11
月
か
ら
令
和
３

年
３
月
ま
で
の
間
の
任
意
の
同
じ
月

の
売
上
高
と
比
較
し
て
、
30
％
以
上

減
少
し
た
事
業
者

給
付
金
額
／
事
業
規
模
や
減
収
率
に

よ
り
30
〜
2
5
0
万
円

申
請
期
限
／
５
月
31
日
（火）

申
請
方
法
／
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

問
事
業
復
活
支
援
金
事
務
局　
相
談

窓
口（
1
０
１
２
０
‐
７
８
９
‐
１

４
０
）　
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後

7
時
ま
で（
全
日
対
応
）

　干潟出張所は５月１日（日）から、干潟公民館の開館日と合わ
せて土曜日と日曜日も開設し、毎週月曜日と祝日（月曜日の場
合はその翌日）が休みになります。海上出張所と飯岡出張所は、
これまで通り、土・日曜日、祝日が休みです。
市民生活課窓口班（☎62-5326）

干潟出張所の開所日が変わります
５月１日から

広報あさひ　2022.4.1 10


	asahi220401_11
	asahi220401_10

